
金鑚御嶽城跡（児玉郡神川町） 築城年代：文明12年（1480年）、築城者：安保吉兼

　　かなさな　みたけじょう　あと

ここは金鑚神社/社殿後背の御室山を神体山とするため、社殿には本殿は設けないという古代祭祀の面影を残すことで知られる



　　　　式内社（名神大社）で武蔵国の二之宮とされる/金鑚＝金砂と見る説もあり、意味深な神社だ



　　　　　　　一ノ鳥居、　二ノ鳥居を潜って参道を進む



　　　　　すぐ右手に多宝塔がある/説明坂が立っている



この多宝塔は武蔵七党の一角を占める武士団である丹党の安保氏が1534年に寄進したもので国指定の重要文化財となっている



　　　こんな感じ



　　小川に架かる赤い欄干の橋の向こうに三ノ鳥居が見える





　橋の上からその小川を見たところ/金鑚神社境内は金鑚御嶽城の居館エリアとも見られるので、これは堀跡なのかもしれない



　　　　鳥居を潜ると正面に神楽殿、右手に拝殿がある



　　　これが拝殿



　正面は拝殿の後にある中門と瑞垣/背後の山が御室山（御室ヶ獄）/右手は拝殿



　　　　　　　さて、こちらから金鑚御嶽城跡へと向かう



　　　途中に「鏡岩」があるようだ



　　こんな看板も



　　　　正面の階段を登って行く



　　標柱には金鑚御嶽城跡の文字も



　　両サイドには沢山の石仏が並ぶ







　　「御岳の鏡岩」の標柱がある



　　鉄柵に囲まれた岩山が見えてきた



　　こんな感じ



　説明坂がある





　　　　これがそのか鏡岩/国指定の特別天然記念物



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　　　上から見たところ



さて、金鑚御嶽城跡へと更に進もう/前方の階段を登って行く



　　　登り切ると左右に道がある



　　左手を見たところ/こちらは金鑚御嶽城跡の東郭部分



右手を見たところ/こちらをまっすぐに登って行くと金鑚御嶽城跡の主郭があるようだ



　　　　　これは今登って来た階段を見下ろしたところ



　　　　　さて、こちらの東郭跡から見てみよう/西側から東方向に見たところ



　　　　　ここにも石仏群がある



このエリアは本山派修験道聖護院末法楽寺の回峯行場となっていたという



　　　　　　東郭跡を北東側から南西方向を見たところ



　　　　　その左手を見たところ





　　さて、東側には御嶽山の岩山展望場所や弁慶穴がある



　　まず、岩山展望場所へ登ろう



　ここが岩山か



　　こんな感じ



　　　　　　東方向を見たところ



　　　　　その左手を見たところ



　　振り返って北西方向を見ると御嶽山の山頂が見える



　　　　　　御嶽山の山頂をアップで見たところ/そこが金鑚御嶽城跡の主郭



下を見たところ



　　　　方位版の説明



岩山を下りて、次は弁慶穴を見てみる



　　　　　　右上に穴が見える



　　こんな感じ



　これが弁慶穴



中へ入ってみる



　　こんな感じ



　　岩穴の中から外を見たところ



　　さて、いよいよ金鑚御嶽城跡の主郭方向へと進んでみよう/左手の道は法楽寺跡方面に向かうようだ



　　　　　　　主郭跡へと向かう



　　　一寸したマウンドがあり、左手から廻り込んで進む



　　こんな感じ



　　更に進む



　　　　　すると浅い堀切がある



　　その堀切を渡る土橋を見たところ



　　堀切を渡って振り返って見たところ



　　更に進む



　　　　　　ここにも堀切がある



　　堀切を渡って振り返って見たところ



　　さて、ここから急坂となっている



　　　この前方が主郭跡のようだ



　　トラロープにつかまりながら登る



　　　　　頂上の平場が見える



　　　　振り返って下を見たところ



　　　　　ここが主郭跡/東側から西方向を見たところ



　　「御嶽城本郭跡」と記された標柱





　　南東側から北西方向を見たところ



　　　　　　反対に北西側から南東方向を見たところ



　測量点がある



　　主郭跡から東方向を見たところ



　　その左手をアップで見たところ



　　さて、主郭跡の西側の下を見ると腰郭跡らしき平場がある



　その左手を見たところ/それなりの広さがある/この先を下って行くと西郭跡へ至る



　同じく右手を見たところ/この先を下って行くと二郭跡へ至る



　　左手にある虎口状のここから、腰郭跡へ下りてみよう



ここを少し下る



　　　　　　前方に標識が立っている/右手が腰郭跡



ここを更に前方へ下って行くと西郭跡方向へ至る/手前左手に下って行くと「わたるせ登山口」へ至るようだ



　　　腰郭を南側から北方向に見たところ/右手は主郭跡



　　　　　主郭を見上げたところ



　　これは反対に北側から南方向を見たところ/右手が主郭跡



　　そこから主郭跡を見上げたところ/こちらにも主郭跡への虎口状のルートがある



　　　さて、ここから二郭跡（前方）方向へ進んでみよう



前方に堀切が見える/その先が二郭跡



　　　　　その堀底を見たところ



　土橋の状態



　　　　堀底を横から見たところ



　　その先はこのように下っている



　　　　　今来た方向（主郭跡方向）を見上げたところ



　　　さて、二郭跡方向へ進もう



　　振り返って今の堀切を見たところ



　　　　　ここが二郭跡/南側から北方向を見たところ



　　少し進むと前方の北端に土塁のようなマウンドが見える



　　　　　　こんな感じ/東側から西方向に見たところ



　反対に西側から東方向に見たところ



　　　　そのマウンドから南方向に二郭跡を見たところ



　　振り返って北方向を見たところ



　アップで見たところ/ゴルフ場が見えた



下を見るとこんな急な斜面となっている



これは二郭跡の東側を見下ろしたところで、広い平場が見える



そこへ下りて見たところ/ここも腰郭跡のようだ/左手が二郭跡



　　　　　　これは更にその腰郭跡から東方向の下を見たところ/道筋がある



この先にも幾つかの平場があるようだ



　　その平場をアップで見たところ



　　さて、先程の主郭跡下腰郭跡のところへ戻って、次は西郭跡方向へ進んでみよう



ここを下って行く



　　　　　　すぐに堀切がある



　　　　　　堀底を見たところ



　　　　堀底を横から見たところ



　　　　　　行き手を見上げる



堀切を越えて更に西方向を見たところ



　　振り返って今の堀切を見たところ



　　前に進む



一寸広めになっており、平場の雰囲気



　　更に進む



　　　ここでガクッと下がっている



　　　　その先の下を見たところ



　　右手から廻り込んで下へ降りる



　　　　　ここも堀切となっている



　　　　　　　堀底を見たところ



　　　　　　その土橋のアップ



　　　　堀底を横から見たところ



　　その先はこのように下っている



　　　　　振り返って見たところ



　　　　　　更に進む方向（西方向）を見上げたところ



　　　更に前方（西方向）へ進もう



　振り返って今渡った堀切を見たところ



　　更に進もう



　　　　一寸広めの平場がある



　　少し下がってそれから上っている



　ここが低いところでここから上っている



　　　こんな感じで上って行く/この辺りも城域であろうか



　　　　　振り返って見たところ



　　　さて、最後に「わたるせ登山口」方向へ行ってみよう



　　　　　こんな道を下って行く



　　右下を見たところ/急峻な崖だ



　　　　　どんどん下がって行く



　　その先に一寸した平場があるが



　　この先はトラロープをつかまらないと下りて行けない状況



　　そしてここで急峻な崖となっている



　　振り返って見るとこんな岩肌が



　　北側から御嶽山方向を見たところ
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